
 
アルバイト求人サイト利用者の意識実態 

アルバイト探しにおいて重視されるものは？ 
 
インターネットによる、国内最大級の正社員、派遣、アルバイトの求人・転職情報サイトを

運営するディップ株式会社では、自社保有のサイト会員や求職者向けにアンケート調査を行い、

多様化するワークスタイルに対する意識の違いや傾向について、隔月で「 Dip Report 」として
発信しています。今回は、「求人サイトにおけるアルバイト探し」にフォーカスしてお届けし

ます。 
 

アルバイトの 「目的」 と 「勤務条件」 

 「アルバイト」は、「わがまま」に選ぶ！  

目的は「お金」、仕事選びでは複数の勤務条件を同時に重視する傾向がある。 

 （アルバイト求人サイト利用者に聞くアンケート結果より） 
 

平成17年12月の有効求人倍率（季節調整値）は1.00倍となり、平成4年9月（1.02倍）以来、13年3ヶ月ぶ

りに1倍を回復しました。また、大学･高校等の新規卒業者の内定率が上昇するなど、景気の回復に伴い

若年者の就職状況は好転しているように見えます。しかし、厚生労働省「平成17年版労働経済白書」によ

ると、企業は新規採用数が満たされない場合にも、採用基準を見直し柔軟に対応するのではなく、求める

人材レベルを下げずに対応しようとしており、内定の数は増えたといっても、企業の採用に対する慎重姿

勢は崩れていない、という状況も依然としてみられるようです。 

生産性の向上を図るため、企業は正規従業員と非正規従業員の配置を最適化しようとしており、その

手段の一つとして、派遣社員・パート･アルバイト等の活用を進めるケースが、今後も多くなると考えられ

ます。 

 

昨年8月のDipReport（Vol.6）において、多様化する求人メディアの中、アルバイト探しにおける求人サイ

トの役割について検証しました。そこでは、「手軽さ」「簡便性」をメリットとしてユーザーに浸透してきたフリ

ーペーパーに対し、求人サイトには「情報量の充実」と、それを効率的に検索する為の「機能性の追及」が

求められていることが分かりました。 

今回は同様に「アルバイト探し」に焦点を当て、求人サイトでのアルバイト探しにおける、ユーザーの意

識実態を検証したいと思います。求人サイトでは、求人情報はどのように検索されるのか、どのような情

報が重視されるのか、またそれは、アルバイトをする目的とどのように関わっているのでしょうか。そこに

は、正社員や派遣社員とは違った、アルバイト独自の求職状況が見出されると考えられます。 

アルバイトならではの求職特性とはどのようなものか、実際の求人サイトの利用状況を通して、考察し

ました。 
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＜調査項目について＞      
  

グラフ１．どのような目的でアルバイトをしますか(探しますか)？（複数回答）  

グラフ２．アルバイト求人情報で重視する項目は何ですか？（複数回答）  

グラフ３．希望する「仕事の特徴」をお選びください（複数回答） 

グラフ４．希望する「勤務期間」をお選びください（複数回答）   
  

 ・・・当社実施「【バイトルドットコム】モニターアンケート 2006 年 2 月」より（回答者数 308 人） 
 

 

 

まず最初に、「アルバイトをする(探す)目的｣について、確認しましょう。 

 

－グラフ１ どのような目的でアルバイトをしますか(探しますか)？（複数回答） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最も多いのが「生活費」で 38％、次いで「趣味･遊び」が 27％、「家計を助ける」が 13％で続いており、以下

は 10％未満にとどまっています。「生活費」と「趣味･遊び」では、その使用意図は大きく異なりますが、「家計

を助ける」も含め、「アルバイト代＝お金」が大きな割合を占めています。 
またフリーターは「生活費」、大学生・専門学校生は「趣味･遊び」、専業主婦は「家計を助ける」がそれぞれ

目立って割合が高く、属性によりアルバイト代の利用目的が明確に異なってることがわかります。 
アルバイト代以外の理由は、「社会経験を積む」8％、「時間があるので」6％、「やりたい仕事があった」2％

となっており、「アルバイトの仕事そのもの」を目的とする人は少数派のようです。 
その他属性別の特徴をみると、フリーターにおける「正社員になれないので」の割合が7％で、学生や専業

主婦よりも多くなっています。独立法人労働政策研究・研修機構「人口減少社会における人事戦略と職業意

識に関する調査（企業調査）」（2004年）によると、「フリーター・ニートの採用」について、「正規従業員としても、

非正規従業員としても採用するつもりはない」42％、「正規従業員として採用するつもりはないが、非正規従

業員として採用する」が23％（複数回答）と、「正規従業員として採用するつもりはない」とした企業が多いの

が現状です。今回のアンケートでは大きな割合ではありませんが、フリーターの「正社員としての就業」の難

度の高さは、ここでも読み取れます。 

 

それでは、実際にアルバイトを探す際には、どのようなことが重視されているでしょうか。求人サイトの利

用状況を通じて、その傾向を探ってみましょう。 
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以下は、求人サイト上で検索したアルバイト求人情報で重視する項目のうち、割合の多かった 9 項目をグ

ラフで表したものです。 
 

－グラフ２ アルバイト求人情報で重視する項目は何ですか？（複数回答） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「給与」が最も多く 79％、次いで「勤務地」が 77％、「仕事内

容」が 76％で続いています。 
「給与」が最も多いのは「アルバイトの目的」と照合して予想

できるところです。しかし特徴的なのは、「給与」と、以下に続く

「勤務地」「仕事内容」が、ほぼ同じ割合という点です。各属性

ごとの傾向も、多少のばらつきはありますが、顕著な差はみら

れません。上位 3 項目以外も、「勤務時間」「最寄り駅」「勤務期

間」「交通費」「応募資格」まで、割合が 50％を超えています。 
つまり、ある項目が突出して重視されるのではなく、複数の

項目が、同等に重視されていると言えます。 
参考として、昨年 8 月に当社で実施した調査より「派遣求人

情報で重視する項目」を引用してみると、最も多い「仕事内容」

は 83％、次いで「勤務地」「給与」が 70％台、「勤務時間」が

60％で、以下は過半数に達していません。今回の「アルバイト

求人重視項目」と比較して、重視する条件がある程度絞られて

いることがわかります。 
正社員、あるいは派遣社員として応募する場合、自分の希望全てを満たすことは難しいため、自己の重視

項目を固め、ポイントを絞って求人情報を検討することになると思われます。しかしアルバイトの場合はそこ

まで絞り込む必要はなく、比較的多くの希望を実現させることができる求人情報を探す人が多いと思われ、

それが、グラフの数値に表れていると考えられます。 
 
求人情報において重視される条件が「給与」以外にも多くあることが分かりましたが、次に、仕事内容や勤

務条件の特徴で求人情報を検索する「仕事の特徴」利用状況を通じて、求職者が希望する条件を検証して

みましょう。 
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【参考】派遣求人情報で重視する項目 

平成17年 8月当社実施 
「はたらこねっとモニターアンケート」より 

（回答者数329人） 



－グラフ３ 希望する「仕事の特徴」をお選びください（複数回答） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「曜日や時間が選べる」が 61％で最も多く、次いで「週 2～3 から OK」54％、「1 日 4 時間以内でも OK」

47％と続きます。 
アルバイトの主要な目的は「アルバイト代を得ること」でしたが、アルバイト代に関連する「高収入」・「日払

い・週払い・即日払い OK」は、勤務日数・勤務時間関連の項目よりも割合が低くなっています。つまり、まず

アルバイト情報を検索する際には、主目的である「アルバイト代＝お金」に関する項目が必ずしも優先される

わけではなく、期間･時間帯等の勤務条件が優先される傾向も強いと言えます。 
属性別傾向をみると、専業主婦において「曜日や時間が選べる」「週 2～3 日から OK」「1 日 4 時間以内で

も OK」が学生･フリーターより多く、逆にアルバイト代に関する項目は少なくなる傾向がみられます。フリータ

ーは「日払い･週払い･即日払い OK」が他より割合が高く、また大学生・専門学校生は、「年齢不問」が専業

主婦･フリーターより目立って少なくなっています。 
 

さらに、「勤務期間」に関連する条件について検証しましょう。 
 

－グラフ４ 希望する「勤務期間」をお選びください（複数回答） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も多いのは「１日のみ」で 39％、ついで「こだわらない」30％、「１週間以内」29％がほぼ並んでおり、「短

期」の勤務期間を希望する人が、比較的多いようです。 
属性別では、大学生･専門学校生が概して「短期志向」が強いのに対し、専業主婦は「こだわらない」の割

合が高くなっています。フリーターは「長期」が最も多く、属性により傾向が比較的明確に分かれています。 
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アルバイトは、あくまで「アルバイト代を得る」ことが主要な目的ですが、アルバイト情報を検討する際の条

件としては「給与」が際立って重視されているわけではありません。求職者の属性により違いはありますが、

全体としてみるとほぼ同じ割合で「勤務地」「仕事内容」が、また「勤務時間」「勤務期間」等も、多くの人に重

視され、求職者の希望条件は多種多様です。また属性の違い、生活環境の違いによって、さらに希望条件

は異なる傾向を示しています。 
冒頭にも述べた通り、アルバイト求人サイトは機能性の追求が求められています。その一方向として、ユ

ーザーの多岐にわたる希望条件に応え、様々な検索方法により、希望する情報を効率的に検索できること

が、今後さらに重要となってくるでしょう。 
 
 

●【バイトルドットコム】モニターアンケートの概要 
 

1．アンケート方法 ： メール配信の告知によるインターネットアンケート 

2．アンケート期間 ： 2006 年 2 月 8 日～2 月 16 日 

3．対象 ： アルバイト情報サイト「バイトルドットコム」モニター会員 

4．有効回答者数 ： 308 人 

 

 【男女比】 【年代別構成比】 【職種別構成比】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Dip Report で得た情報、集計結果を第三者に公開する場合には下記の表示をお願いいたします。 

    『総合求人情報サービスを行うディップ株式会社が発表した Dip Report による』 

 
雇用環境が好転している今こそ、採用企業・求職者ともに、真のベストマッチが求められています。その実

現のために、ディップ株式会社では、さらなる努力を続け、より多く「夢をかなえる仕事と出会う」機会を提供

していきたいと考えております。 
 

◆ディップ株式会社 会社概要 URL: ｈｔｔｐ://www.dip-net.co.jp/ 

本社所在地：〒106-6032 東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー 32F 

設立：1997 年 3 月 

代表者：冨田 英揮（代表取締役社長） 

資本金：10 億 7,379 万円（2005 年 11 月末現在の正社員数 除 役員） 

従業員数：:391 名 （2005 年 11 月末現在の正社員数 除 役員） 

事業内容：インターネットによる求人・求職情報提供サービス 

2004 年 5 月東証マザーズ市場へ株式を上場 

 

＜この報道資料のお問い合わせ先＞ 
ディップ株式会社 広報担当 ： 眞野 玲子、大野 恭子 

TEL 03-5114-1286／ｅ-mail ： info@dip-net.co.jp 
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